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図書館報確りを楽しもう
加　藤　晃　一章
千葉大学的嘱図書館亥鼻分館
I.事の始まり
初めて編集に携わった図藩館報(以下,館報)
『らいぶらりいゐのはな芭26号の内容がほぼ固まっ
た頃, 『医韓図書館』繍藻委員の浅井氏から当館
の君津鰊長に原稿依頼があり,断りきれず受諾｡
私に話があったので,てっきり｢若い医韓図欝館
員からの手紙｣かと思ったら, ｢もっと深く日常
業務を! -図書館報｣である｡依頼文には｢日常
業務についての先撥からのアドバイス｣とかで
現場経験10年未満(おまけに医学図書館員歴は2
年弱! )の者には何とも重い課題である｡研究集
会などで拝見した山崎編集委員長の顔を思い浮か
べながら,どんなものがウケるか考えていたら締
切り間際｡慌てて播き始めた始末である｡
皿. 『らいぶらりいゐのはな』について
本題に入る前に,わが千葉大学附繍図薗館亥鼻
分館報『らいぶらりいゐのはな』 (以下『ゐのは
な』について紹介したい｡ JMLAの歴史を見れば
わかるが,亥鼻分館の前身は千葉医科大学附属図
勢館で,館報としては昭和4 (1929)年に『季報塾
を出している｡内容は新着図書目録が中心､で　巻
末に｢ビブリオだより｣と題して,最近の話題や
お知らせ,統計などが数ページあり,毎号約20ペー
ジで活版印刷,表紙には医学書の図版や名画が使
われていた｡戦後,千葉大学となってからは,昭
和47 (1972)年からB 4用紙一枚の『医学部図書
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館ニュース』を出発点として,本格的な館観は亥
凱分館発足と共に生まれた『亥掛分館ニュース』
(昭和53 (1978)午)で,ほぼ現在の態礎が固ま
り, 8号(昭和強(1983)年)から現在のタイト
ルになり,今日までに26号を数えている｡
参考までに現在の主な内容を紹介しよう｡
･巻頭言･･･亥鼻地区の教員によるエッセイで
内容はおまかせである｡
･ジャーナル紹介･･･教員による専門誌,周辺誌
の紹介･レビュー｡
･図書館利用ガイド･･･職員による主な二次資料
の親猿と使い方の説明｡昔は｢図書館を10倍
上手に利用する方法｣と称していた｡ (｢ジャー
ナル紹介｣と交互に掲載)
･ジャーナル情報･･･購読難詰の新規･中止や誌
名変更などの報告｡
ヽ･オンライン検索にゅ-す･･･導入データベース
の紹介や料金改定のお知らせ｡
･ CD-ROMコーナー･･･導入ROMや利用法の解
説｡
この他に裔贈著書の報告,開館日程などのお知
らせやほんの少々のイラストによって灘成され,
各号8-12ページ,年3回発行を目標にしている
那,最近ちょっと元気がない｡編集担当は係長l
(編集長),係員2の計3名｡原稿依頼は分館長や
係長が行い,割付(レイアウト)や他館への発送
は係員が行っている｡なお,本館では『図書館の
本罰という全学対象の館報を年3回発行している
が,こちらは行事や人事異動の報告など事務的事
項にも配慮している｡
皿.鱈人的感想
初めて本格的なPR活動である館報の編集に銚
離したわけだが,まず作業内容とその感想を述べ
ることで,ヒントを提供できればと思う｡内容が
確立されているところもあり,嬢初の編集会議で
80%は決定し,原稿依頼｡私の担当は割付なので
原稿到着後に内容のチェック｡手播きでもワープ
ロのものでも誤字,脱字のチェックは言うに及ば
ず,雑誌名などに間違いがないか気をっけなけれ
ばならない｡そして字数計算して割付けるが,こ
のあたりはどこも同じだろう｡一番面倒な部分だ
が｢玉稿｣を手にとっての作業,ありがたいと思っ
てやりましょう｡手書き原稿なら並んでいる文字
に執筆者の人柄も表れているでしょう｡ごっっい
方がかわいい字を書いていたり,性格と同じで字
もざっくばらんという方もいる｡文字通り｢解読｣
に悩む悪筆もあるが御愛輔である｡話を戻そう｡
納付もスムーズにいかないのが世の常で　今回も
かなりスペースができてしまったので,編集委員
で原稿とイラスト(元漫研なんてのがいるし,自
分でも描いた)を加えて印刷所へ｡現在(91年12
月)は校正を終え,出来上がりを待っところであ
る｡
初めてということもあるし,先輩方が25号まで
連ねた編集方針もあったので　レイアウトもほぼ
前例に倣っている｡作業もしやすいが,編集委員
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が変わった特色はあまり出ていないかも知れない｡
少しずつ軟らかくしていくのも今後の課題だろう｡
一時期,職員は裏方に徹するべきという｢照子論｣
的方針もあり,職演によるエッセイや研修記は控
えているが,ちょっとした本音や趣味の小文から
利用者の興味を導くPR活動も良いのではと思う｡
『医学図鎗館』にしてもそうだが,マジメすぎる
堅さは時として読者を敬遠させる｡それが憩いと
は言えないが,多少は気楽な方が読者も手を伸ば
すだろうし,作る側も楽しめるだろう｡山口六平
太ほどでないにせよ,余裕のある取組みが望まし
いのではないだろうか｡
編集委員の将来展望としては,とにかく発行回
数の充実｡そして｢ドラゴンボール｣のような長
期好評の連載記靖を確立し, 『少年ジャンプ』の
ように600万部売切れ御礼,次号の問合わせが絶
えない『ゐのはな』を作りたいところだが,撮初
は読者の要求を模索して(これが難しい),イラ
ストやマンガなどの利用を考えてみたい｡ただ悔
しいことに私は両者がイマイチなので,アイデア
などの頭脳労働でカバーしないといけないわけで
そのセンスを磨くのが今後の課題と言えよう｡
よそ
Ⅳ.他館の館報はどうだろうか?
とかく日常業務に追われる中での息抜きの一つ
は各館から届けられる館報であり, 『医学図書館』
同様,色々な刺激も与えてくれる｡だが『医学図
書館』は利用者を視点にした論文が少ない(編集
良,御留意を)ので　館報のヒントはやはり館報｡
見事な月刊･隔月刊,四季折々の季刊など　それ
ぞれ届くたびに楽しみながら封を開けると,各館
工夫を凝らしたものが入っている｡そんな医学系
館報それぞれの内容をまとめてみると下記のとお
りである｡
･巻頭言･･･ 『ゐのはな』同様,教員によるエッ
セイや海外留学記が大半｡メインの部分だけ
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あって楽しめるものが多い｡
･図書館活用法･･･二次資料やCD-ROMの使用
法や解説が中心｡最近ではCD-ROM関係が
目立っ｡図書館によってはパソコンやスライ
ド作成機など,導入機器の解説を載せている
ところもある｡
･新薗図書紹介･･･リストのみというものがほと
んどだが,数点ピック･アップして簡単な内
容紹介をつけているものもある｡面倒な仕草
ではあるが,できれば翻評を載せたいもので
ある｡
･特集記事索引･･･和雑誌の特集記事などをリス
ト化,カード化し,利用者に綺報醍供してい
る館は多いが,パソコン等で管理している館
では簡単に原稿ができるためか,掲載してい
る館もある｡
･図書館(良)からのメッセージ･･･医学系や国
立大系ではあまりラフでユニークなものは多
くない｡研修や各種会議の報告,近況を載せ
るのが大半｡人事異動の報告以外に,異動者
当人のあいさつや新人の自己紹介が時々見ら
れる(顔写真入りもあるが,てれくさいだろ
うなぁ)｡
これら以外に,利用統計,お知らせ,年末年始
だと購読雑誌の新規･中止情報などで構成されて
いるのかほとんどである｡また図譜館業務の機械
化が進む串で,導入システムや機械化の基本方針
について解説･紹介する記事も増えている｡
体裁はB5判で4,～12ページ, 2-3色刷｡顔
となるタイトル･ロゴはやはり工夫されていて,
色･デザインとも目を引くものばかりである｡
以上,私が目にした医学系の館報について見て
みたが,もし可能ならば色々な館報･ニュース類
に目を通すことを勧める｡国立大･医学系は総じ
て硬派だが,私立大,特に人文･社会系の館報に
は,カラフルでイラストも多く,ビジュアル面の
効果を考えていて,楽しいものが少なくない｡職
場や自宅付近の公共図書館の館報も参考にしてみ
てはどうか｡集会行事の実践もあって,児態向き
のものはイラストの使い方などは工夫しているの
もかなり見られる｡読みたい本が借りられれば一
石二鳥である(断っておくが,疲れるだけだから
｢仕藩｣としてやらないこと｡図譜館では本を見
るのがメインです)｡なあ　館轍について色々と
見たければ,日本醒轡館協会の資料室に揃ってい
るので,興味のある方はどうぞ｡
V.紺が生まれる?　紺を生み出す?
これまで薄いてきたことは,措さんの手元にあ
る館報を見比べればわかることだろう｡とは言う
ものの,各館報の共通項と当館の実情を見ること
で,大体｢広報としての館報｣に何が必要かとい
うことは見えてきたと思う｡義現は違っても,必
要事項,押えるポイントはどこも同じである｡ま
た当り前のことだが,漫然と前例や周囲の声に倣
うのではなく,どうしてその記事が必要なのかを
考えることが大切である｡言い換えれば｢どんな
情報が利用者に必要か｣を知ることである｡これ
は日常,利用者と接する中で自然とわかってくる
ものでもある(ゆえに漫然と仕事をしていてはい
けないのだ! )｡
特色のある紙面作りについて少し考えてみよう｡
もし歴史や史跡に興味があるなら,学内周辺の史
跡を取り上げたり,大学史や自館史をひもとくの
も悪くない(本館では｢蔵書印の変遷｣から大学
史を辿り,好評だった)｡梗派の部類では,滋賀
医大『さざなみ』のような｢地域医療を考える｣
という連載もある(ただし最近届いてないので,
近況は不明)｡利用者の声を,ということでお得
意様の学生に原稿を頼んだり,投書のQ&Aを掲
載するのもある｡おとなしいものも多いが,口に
は出さない厳しい声が原稿や投書から我々に浴び
せられることもある(コワィ,コワィ｡利用者の
目は常に我々を見っめている｡良いサービスで味
方にしなくちゃいけません)｡また前述のように
ビジュアル世代にはマンガをうまく使いたいとこ
ろ?I,私は今回｢スペース空いたら4iコママン
ガ!｣と半分マジメに考えていた｡またまた本館
の例になるが,新歓期の号に図書館の利用につい
てマンガ形式での説明を載せている｡これはなか
なかおもしろい試みだったと思う｡
Ⅵ.さいごに
自分が若輩であることをあまり顧みず',かなり
の私見を述べたので　若手の方々の参考になるか
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どうか不安であるが,館報を読む時は読者として
楽しく読むこと｡おもしろい記事は甜臆に残るし,
必要な時は思い浮かぶものである｡マンガや娯楽
誌を読む気持ちで十分,館報の編集もそのノりで
楽しみましょう｡日常業務にしても自分の仕事の
他にどんな仕事があり,それが相互にどう関連し
ているかを考える習慣を持っことが大切だと思う｡
迷惑をかけない範囲で先籠方に色々と話を聞いた
り,教えを請う｡昔話で面白い事を先輩は沢山知っ
ているし,後輩を育てる大きな心のある方なら,
その気持ちに応えてくれるはずである｡その時は
存分に甘えなさい｡ (ただし日頃の行いが悪い人
には責任がもてない,念のため｡)
また時間とサイブが許すならば　色々な集会や
研究会に顔を出すのもプラスになるだろう｡そし
て,なるべく色々な館種の人達と交流を深めるこ
と｡医学図書館以外にも,魅力的な図書館ワール
ドがい～つばいあることに,そして図馨館だ～い
好き人間がた～くさんいることに,その時気がつ
くでしょう｡
乗等となりましたが,執筆にあたり多くの助言を戴
いた『ゐのはな』編集委員の岩溶明,下妻弘美(私の
似顔絵は彼女の筆によるものです)両氏に御礼を申し
上げます｡
